
 

 

 

 
 

 

 

【地域分科会からの報告事項】 

（１）中地域分科会【区振興課】 

（２）東地域分科会【東行政センター】 

（３）西地域分科会【西行政センター】 

（４）南地域分科会【南行政センター】 

 

 

 

 

 

 

令和６年５月15日開催 

中央区協議会 

（代表会） 

令和６年度 第１回中央区協議会

（代表会） 

会議資料② 



中地域分科会における意見・要望等（令和６年５月） 

№１ 

件名 
富塚地区コミュニティ協議会からの要望に対す

る回答について 
開催月 令和６年４月 

内容 
・富塚協働センターにおいては、コミュニティ担当職員の加配は必要ないと考える。 

・他の協働センターにおけるコミュニティ担当職員の加配についても、現場の声を

尊重すること。 

・地区コミュニティ協議会で地域課題解決活動(eⅹ．空き家対策・活用、資源物回

収など)を行うための補助金制度を創設してもらいたい。 

所管課 市民協働・地域政策課 

回答 

(方針等) 

・ 区再編は、中間報告やパブリック・コメントなどの機会を捉えて区協議会や区自

治会連合会に説明し、人口減少の進行などにより担い手不足が見込まれるなど、

地域コミュニティの存続を危惧する声を踏まえ検討。 

・ 市としても、重要な課題であると認識しており、コミュニティ支援の一層の充実

を図るため、身近なサービス拠点である協働センター等の再任用職員を 5 年程

度かけて正規職員に切り替え、コミュニティ担当職員を 2 名体制とすることを

提案。 

・ この提案を含む体制については、市議会大都市制度・行財政改革特別委員会で協

議し合意形成が図られるとともに、令和 4年 11 月に 7区の区協議会に諮問し、

翌月に全ての区協議会から適切であると答申をいただいた。なお、地域から経験

豊富な再任用職員を継続して配置することを望む声がある場合は定年引上げや

再任用制度の状況も踏まえつつ柔軟に対応する。 

・ 地域課題の解決に関する予算については、区の職員が地域の声を把握した中で、

区として地域の課題に取り組むべき事業を区の職員が企画し、事業予算の全額

を市が負担して実施する地域力向上事業を措置している。事業の立案にあたっ

ては、地域の皆様の提案やアイデアを参考にしながら事業化に努めており、区協

議会にて提案可能であるため、適宜相談いただきたい。 

 

※ 詳細は別紙のとおり。 

 

 

 

 

報告－中 
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東地域分科会における意見・要望等（令和６年５月） 

№１ 

件名 
地域力向上事業（助成事業）の補助率の引き上げ

要望に対する回答について 
開催月 令和６年３月 

内容 

・助成事業の提案にあたって、現行の「補助率 50％以内」が足かせとなり、資金力

のない団体は提案を断念せざるを得ない状況である。補助率を 100％に引き上げ

ることはできないか。 

所管課 市民協働・地域政策課 

回答 

(方針等) 

・補助率は「補助金ガイドライン」に従い 50％以内としている。 

・市にご相談の上アイデアを提供していただき、地域力向上事業の「区民活動・文

化振興事業」「区課題解決事業」「協働センターを核とした課題解決事業」からの

委託という形であれば、全額公費での実施が可能である。 

 

※ 詳細は別紙のとおり。 

 

 

 

 

 

報告－東 
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西地域分科会における意見・要望等（令和６年５月） 

№１ 

件名 
和地協働センター付設体育館壁面収納折畳みス

テージの設置について 
開催月 令和６年３月 

内容 ・和地協働センターの大規模改修工事に併せて、和地協働センター付設体育館に 

壁面収納折畳みステージを設置するよう要望する。 

 

※ 詳細は別紙のとおり。 

 

所管課 市民協働・地域政策課 

回答 

(方針等) 

（要旨） 

・様々な地域活動において、協働センターの体育館を気軽に安心してご利用いた 

だけるよう、地域住民の負担軽減と安全性の確保を図ることを念頭に置き、 

整備を進める。 

 

※ 詳細は別紙のとおり。 

 

 

報告－西 

5



令和６年１月２４日 

 

浜松市中央区協議会西地域分科会 御中 

和地コミュニティ協議会   

会長   浜井  卓男   

【要望】和地協働センター付設体育館壁面収納折畳みステージの設置について 

 浜松市区及び区協議会設置等に関する条例第２９条第２項に基づき、下記の通り要望しますので、

浜松市中央区協議会西地域分科会において同条例第２６条第２項による審議を求めます。 

記 

１ 要望内容 

 和地協働センターの大規模改修工事に併せて、和地協働センター付設体育館に壁面収納折畳み

ステージを設置するよう要望する。 

２ 要望の背景 

（１）音楽振興の拠点としての必要性 

・ 和地地区では、地元出身の作曲家である古橋迪夫（ふるはし みちお）の童謡・唱歌を地域

の音楽文化として未来へつなげていく目的で平成２４年度から継続的に「花川コンサート」

を開催している。当コンサートは、当協議会が企画し、和地協働センターで開催しており、

地元学校の生徒や地域住民が参加している。 

・ 地元の子供が通う湖東中学校の吹奏楽部は令和３年度・令和４年度と 2年連続で全日本吹奏

楽コンクールの全国大会に出場するなどの活躍をしており、湖東中学校吹奏楽部のパート別

練習の場として和地協働センターが活用されている。 

・ 浜松市では、中学校の部活動の地域移行を進めており、学校外での活動拠点の整備が求めら

れている。 

（２）設備更新の必要性 

・ 現ステージは、購入から約 40 年が経過し、床板や骨組みが損傷し、金属部の錆びが顕著で、

設置や撤去が円滑にできない。また、ステージを組み合わせると、床板に段差が生じ、利用

者がつまずく危険性がある。 

・ ステージは二つに折り畳むタイプで重量があるため、2人以上での作業が必要であり、30 人

程度で設置・撤去を行った場合に 3時間程度要する。 

・ 現ステージの構造上、設置・撤去作業において指を挟む等の危険性も想定される。高齢者が

当該作業に従事することも少なくないことから、安全性の確保は重要である。 

・ 和地協働センターと同じく施設管理を地域団体に委託している伊佐見及び庄内協働センタ

ーには壁面収納ステージが設置されている。 

・ 和地協働センターは大規模改修工事を予定しており、本年度３月までに設計を行った上で、

令和８年１月から工事を実施する予定である。 

３ 要望の目的 

和地協働センター付設体育館において、ステージ設置・撤去の際の作業負担を軽減するととも

に当該作業の安全性を確保することにより、ステージ利用を日常化させ、和地地区（浜松市中央

区西地域）における音楽振興の拠点として和地協働センターの機能強化を図る。 
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和地協働センターの簡易ステージについて 

 

■概要 

和地協働センターの簡易ステージは昭和６０年に購入したもので、かなり傷んでいることか

ら今後計画的に更新する。 

 

-56-1

【要望】参考資料１

和地協働センター付設体育館で使用している移動式簡易ステージの現況
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【要望】参考資料２
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南地域分科会における意見・要望等（令和６年５月） 

№１ 

件名 
南地域分科会（3/27）からの要望に対する回答に

ついて 
開催月 令和６年３月 

内容 

・自治会集会所整備事業費補助金のうち、「津波避難ビル機能を持つ集会所の新築の 

場合」について、補助制度を活用しやすいよう対象条件の見直しを行っていただ 

きたい。 

所管課 市民協働・地域政策課 

回答 

(方針等) 

・津波避難ビル機能を持つ集会所の新築は、東日本大震災を契機とする防災・減 

災対策の強化の一環として、自治会における防災への取り組みを支援するため、 

平成 24年 10 月から自治会集会所整備事業費補助金のメニューに追加したもの 

で、静岡県第 4次地震被害想定の浸水深 2メートル以上の地域に建築するもの 

に活用することができます。 

・当補助金は、コミュニティづくりの核として地域住民の誰もが安全かつ円滑に利 

用することができる集会所を整備することを目的としており、市としても重要な 

施策であると認識していることから、現行制度の検証に加え、静岡県第 4次地震 

被害想定見直しの動きや、社会情勢の変化を勘案しながら補助制度の見直しを検 

討してまいります。 

 

 

 

 

報告－南 
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